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バラ科リンゴ属は病虫害が多く、カイガ

ラムシ、アブラムシのほか樹幹に穴をあ

けるテッポウムシ（カミキリムシの幼

虫）の加害、病害ではうどんこ病、赤星

病（さび病の一種）が発生することがあ

る。 

生長は比較的遅いため、軽めの剪定にて

樹形を維持しやすい。短枝に花をつける

ので、長枝は４～５芽残して１０～２０

ｃｍほどに切り詰め、弱々しい枝やひこ

ばえは切除するとよい。 

２月と８月に油粕や骨粉などを施すと、

花をたくさん咲かせる。日がよく当たる

場所で、枝が見え隠れする程度に剪定す

ると花付も良く、病害虫の発生も抑えら

れる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

唐の玄宗皇帝が、酔って眠そうな楊貴妃の顔を

見て「海棠の眠り未だ足らず」と言った逸話が

ある。 

Memo 

枝の先々に淡桃色の花が５輪ほど枝垂れて咲く。

ミカイドウ、ノカイドウなどあるが、庭木とし

て親しまれているのは、一際美しいハナカイド

ウ。花径３cm程の大きな花をつける中国原産の

リンゴの仲間。中国では美人の形容に使われる

ほど。低木の庭木として配植しやすい。 

生長：やや遅い 特 記 
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ハナカイドウ  [ 花海棠 ]  


